	塗料製造業


販売量は、24年に入り170万トン前後で推移しているものの、原材料価格の上昇等で、収益状況は厳しい。需要の大きな伸びが見込みにくいことから各企業は、設備投資を抑制したり、自社の経営資源に基づいた取り組みを図り、生き残りを目指している。　
販売・生産は安定
販売量は24年に入り、概ね170万トン前後で推移し、需要は安定している。生産量についても販売量と同様の動きを見せている。
社団法人日本塗料工業会が、会員に対して行った「平成27年７月業況観測アンケート調査結果」では、７月の販売金額は前年同月比で0.6％増であった。
販売の増減は需要分野によりばらつきがある。「船舶・構造物」110.5％、「電気・機械・金属」100.1％であるが、「自動車」98.4％、「建築」98.1％、「木工」95.8％となっている。実際、自動車の補修用塗料を扱う企業では、塗り直しの需要が減少していることから、前年比を下回っているケースがあった。
収益は厳しい
ヒアリングでは、今年に入り、原油価格の低下を受けて原材料価格が低下し始めているとの指摘があった。ただ、円安による輸入原材料の価格上昇を懸念する声も聞かれ、各社のコストの負担感は、緩和されていない。一方、コスト増加部分は、他社との競争等もあり、全て販売価格に転嫁できていない状況にあり、転嫁は３割程度としている企業も見られた。
このため、各社ではコスト削減に努めている。具体的には、管理経費を見直すべく、テレビ会議を導入することで出張旅費の節約を図ったり、配合や製造方法の見直しを行ったりするものであるが、収益的には厳しい。
設備投資は慎重

一部には、調色工程の工場を新設したというケースがあったものの、大半の企業の設備投資の内容は、塗料を製造する機械の維持、補修程度であった。
これは、国内の塗料需要が大きく伸びるとは考えにくいことを受けて、各社とも設備投資には慎重であるためである。実際、ある企業では、設備投資は、減価償却費の範囲内にとどめているとしていた。
ただ、海外に進出している企業では、現地需要に対応するため、海外拠点への投資は行うとしていた。
雇用は現状維持
各社ヒアリングでは、今夏の賞与は支払われており、採用活動も実施されており、雇用環境は堅調である。
ただ、採用は、新卒者採用を実施している企業が多いものの、欠員補充にとどまることが多い。これは、調色工程等では、ある程度の経験が必要であり、定年退職等により、そのスキルが途絶えないように、技能伝承を行うためである。
節電の取組

今夏は、電気料金の値上げもあり、引き続き節電が求められた。今回のヒアリングでは、工場電力は、売電事業者から購入している企業が、事務所もそちらに切り替えるかどうかを検討しているケースや、生産休止日を設けている企業もあった。
また、事務所の空調をガスのヒートポンプに切り替えた事例もあり、各企業が実情に応じた取り組みを行っていた。
今後の見通し

今後の国内の塗料需要が大きく伸びるとは考えにくいと思われる中、各社は、様々な経営戦略を実施している。

製品の高付加価値化を図るべく、外部の研究機関の協力を仰ぎ、コンクリートの寿命を延ばす新商品開発に取り組んでいるケースや、関西だけでなく首都圏に営業を進めるといったものの他、塗装施工店を組織化し、自社商品の販路整備をしているケースもあった。
海外に目を転じると、海外の塗料メーカーと技術提携を行い、海外メーカーから技術指導料やロイヤリティ収入の獲得を目指すケースや、海外の実績ある商品を輸入することで、得意分野でない商品の品ぞろえ強化に努める事例もあった。

このように、各社が持つそれぞれの自社資源と照らし合わせて、戦略をもった取組がなされており、今後の展開が期待される。
（山本　桂宏）
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重量 前年（同期）比 重量 前年（同期）比

23年 1,563,745 -2.3 1,693,040 -2.7

24年 1,611,414 3.0 1,734,693 2.5

25年 1,605,125 -0.4 1,717,492 -1.0

26年 1,619,349 0.9 1,723,788 0.4

26年 1～ 3月 413,185 8.9 444,183 9.0

4～ 6月 396,593 0.6 416,922 -1.1

7～ 9月 398,869 -1.4 428,277 -1.7

10～12月 410,702 -3.8 434,406 -4.1

27年 1～ 3月 400,957 -3.0 434,020 -2.3

4～ 6月 399,505 0.7 426,612 2.3

資料：経済産業省『経済産業省生産動態統計年報　化学工業統計編』

注：従事者10名以上の事業所が対象



生産 販売

表　塗料の生産・販売の推移（全国）


※「業界の概要」及び「大阪の地位と特徴」については、平成24年7～9月期の調査を参照のこと。
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